
RECELL 治療部位

結語  
高齢の患者に対する本症例では、小

範囲混合深度熱傷の自家網状植皮と
RECELLの組み合わせ治療の成功が示さ
れた。RECELLの使用により、小さな採皮
片で2週間以内の完全上皮化が得られる
という結果となった。術後24週における治
療部位の色素再生が確認された（図D）。
患者と観察者による瘢痕評価（POSAS）で
は、RECELLで治療を行った部位の色素再
生が「通常の皮膚」と同じとしてランク付け
された。

患者の状態 
左前腕に9％TBSAの混合深度熱傷を受傷
した85歳女性。

 
 

本 症 例 報 告 では 、2:1網 状 分 層 植 皮 （
STSG ）とSpray -On Skin™Cellsを併用した
治療アウトカムについて注目する。本症例
報告では、約2-3％BSA の面積に対する
RECELLシステムを使用した治療部位につ
いて注目する。
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治療法
混合深度熱傷のデブリードマンを実施（図A）。RECELLシステムで使用

したSpray-On Skin™Cellsを2:1網状STSGの上から適用した（図B）。創

部の被覆にはTelfaTMClear、その上からXeroformTM及び厚みのあるドレ

ッシング材を使用した。

臨床的アウトカム
診察を行った医師によると、術後1週間が経過するまでにRECELLで治療

した部位の95％以上が治癒した（写真なし）。術後2週間が経過するまで

に創部の完全上皮化が得られた（図C）。24週目に患者と観察者による瘢

痕評価（POSAS）を実施（図D）。観察者はRECELL治療部位の色素再生

の状態を「スコア１」、つまりSpray-On Skin™Cellsで治療した部位の色素

の状態は、「通常の皮膚」と同じであると評価した。
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本紙に掲載している症例は、臨床成績の一部を紹介したものです。全ての症例で同様の効果を保証するものではありません。
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